
中国四国農政局山口県拠点は、令和６年１

月30日（火）、山口県教育会館において「令

和５年度（第10回）ディスカバー農山漁村

（むら）の宝 中国四国農政局選定証及び奨励

賞授与式」を行いました。

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」は、

「強い農林水産業」、「美しく活力ある農山

漁村」の実現のため、農山漁村の有するポテ

ンシャルを引き出すことにより地域の活性化

や所得向上に取り組んでいる優良な事例を選

定し、全国へ発信する取組です。

令和５年度は、全国で 568件、中国四国農

政局管内から161件、山口県からは、17件の応

募をいただきました。残念ながら山口県の応

募から全国選定には選ばれませんでしたが、

中国四国農政局「ディスカバー農山漁村

（むら）の宝」に選定証１団体、奨励賞には

５団体と１個人が選定されました。

受賞者は、選定証「株式会社神東ファー

ム」、奨励賞「王司干潟改良グループ」「下

関市豊田地域広域協定運営委員会」「三隅林

業研究グループ×長門やきとり横丁連絡協議

会」「株式会社かの高原開発」「山口県立周

防大島高等学校」「伊藤徹一郎」の方々です。

選定証に輝いた「株式会社神東ファーム」

（岩国市）は、耕作放棄地をマイヤーレモン

で再生し地域を元気にをキャッチフレーズに

メンバー８名で平成３０年に「レモンの会」

を発足。生産が本格化した令和２年に、法人

化して設立されました。希少価値の高い新し

い品目で若者が就農できる基盤を作ろうと、

当時、マイヤーレモンの栽培が盛んだった三

重県まで栽培技術の習得に出向かれました。

そして、この農業を起点とする地域一丸と

なった地域づくりの取組は、行政からの支援

対象となり生産基盤・体制の整備が進み、設

立２年目で目標であった新卒社員を採用する

ことができました。

現在は、生果だけでなく果汁も商品化し販

売にも取り組み、また、地元小学生の農業学

習を受け入れるなど、地域を盛り上げていま

す。

代表の瀧山 進さんは、「岩国産のマイヤー

レモンを全国に展開していきたい。今回の受

賞は、大変励みになる。」と受賞の喜びを話

されました。
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授与式後に行われた意見交換では、奨励賞

を受賞した山口県立周防大島高等学校の生徒
から、島全体をキャンパスに見立てた「島

じゅうキャンパス」をコンセプトとした取組

を紹介。生徒たち自らが発案して、地域や官

民からのサポートを受け、島特産のミカンの
ＰＲ動画の作成や近海の海水を使用した塩飴

の商品化を実現。アイデアを事業化するため、

連携した地域循環共生圏の活動をしています。

参加者からは、在学中に地域活動をする素
晴らしさや重要性などの感想・意見があり、
また、高校生からは、各団体への質問・感想
もあり、有意義な意見交換となりました。

奨励賞の皆さん （敬称略）

山口県立周防大島高等学校（周防大島町）
みんなでつなぐ未来の環 ～周防大島の挑戦～

株式会社かの高原開発（周南市）
特産品開発で地域と共に未来の宝づくり

伊藤 徹一郎（山陽小野田市）
６次産業と地域財産が導く次世代の産業展望

王司干潟改良グループ（下関市）
地域と共に歩む！

下関豊田地域広域協定運営委員会（下関市）
100年後も豊かな環境を地域一丸で守る！

三隅林業研究グループ×長門やきとり横丁
連絡協議会（長門市）

みすみすみ～コラボでSDGｓに挑戦～

意見交換で事例発表をする周防大島高校生



中国四国農政局は、令和６年２月14日
（水）岡山市で令和５年度中国四国農政局
「みどり戦略学生チャレンジ」交流会を開催
しました。
この取組は、「みどりの食料システム戦

略」の実践に向けた取組にチャレンジした農
業大学校や高等学校の生徒が、その結果を発
表するとともに、意見交換することで学生同
士の交流と同戦略への理解を深めることを目
的として初めて開催しました。
今回の交流会は、農政局管内４県から農業

大学校２校、農業科及び普通科の高等学校５
校の学生・生徒が対面・WEBで交流を深めまし
た。
山口県からは、山口県立農業大学校、山口

県立田布施農工高等学校、山口県立周防大島
高等学校の３校から合わせて８名の学生・生
徒が参加し、それぞれの特色ある活動につい
て発表しました。

全校取組発表終了後、学生の創意工夫ある
取組に敬意を表し、中国四国農政局長から感
謝状が手渡され、取組の成果を称えました。
その後の意見交換では、対面参加の山口県

立農業大学校と周防大島高校は２つのグ
ループに分かれ、WEB参加の田布施農工はWEB
参加校同士で意見交換を行いました。
今回の交流会をとおして、参加した学生・

生徒は、「堆肥の開発に当たり、機械制御科
に測定機器の製造をしてもらうコラボができ
たことが良かった」「他校の学生と接する機
会はあまりないので、今回色々な学校の取組
を知ることができて楽しかった」「いろいろ
な発表を聞いて他の学校についてもっと知り
たくなった。またこのような機会を作っいた
だきたい」と話していました。

◎ 「News Letter」は、原則奇数月に発行しています。
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